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イ
ン
フ
ラ
と
は
？

　
「
イ
ン
フ
ラ
」
と
い
う
言
葉
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
最
近
で

は
、
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
が
イ
ン

フ
ラ
や
研
究
開
発
な
ど
に
２
兆
㌦

超
を
投
じ
る
「
米
国
雇
用
計
画

（A
m

erican Jobs Plan

）」
を

打
ち
出
し
た
…
…
と
、
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
も
大
き
く
取
り
上
げ
ま
し

た
。正

確
に
は
「
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
（infrastructure
）」

と
い
う
英
単
語
の
こ
と
で
、
道

路
・
鉄
道
・
港
湾
・
ダ
ム
・
上
下

水
道
・
通
信
施
設
な
ど
、
国
民
福

祉
の
向
上
と
国
民
経
済
の
発
展
に

必
要
な
公
共
施
設
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。「
下
の
（infra

） 

構
造

（structure

）」
と
い
う
語
源
を

考
え
れ
ば
、
合
点
が
い
く
と
思
い

ま
す
。

　

事
実
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
議

会
両
院
合
同
会
議
演
説
（
２
０
２

１
年
４
月
28
日
）
で
「
21
世
紀
に

お
い
て
勝
つ
た
め
に
米
国
は
中
国

等
と
競
争
を
し
て
い
る
。
米
国
雇

用
計
画
は
、
一
世
代
に
一
度
の
投

資
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
以

降
で
最
大
の
雇
用
計
画
で
あ
る
。

こ
の
計
画
に
よ
り
、
道
路
、
橋
、

高
速
道
路
の
近
代
化
、港
や
空
港
、

鉄
道
回
廊
、
輸
送
線
の
建
設
と
い

っ
た
輸
送
イ
ン
フ
ラ
の
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
、
全
て
の
米
国
人
の
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
接
続
、

近
代
的
な
電
力
網
の
構
築
に
よ
る

雇
用
を
生
み
出
す
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
世
界
各
国
の

首
脳
は
、
事
あ
る
ご
と
に
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
重
要
性
・
必
要
性
を
語

っ
て
い
ま
す
。。

わ
が
国
唯
一
の
イ
ン
フ
ラ
分
野
の

国
の
研
究
機
関
「
国
総
研
」

　

茨
城
県
つ
く
ば
市
と
神
奈
川
県

横
須
賀
市
を
拠
点
と
す
る
国
土
交

通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所

（
国
総
研
）
は
、
住
宅
・
社
会
資

本
（
イ
ン
フ
ラ
）
分
野
に
お
け
る

唯
一
の
国
の
研
究
機
関
で
す
。
こ

こ
は
①
国
土
を
強
靱
化
し
、
国
民

の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
ま
も
る
研

究
②
社
会
の
生
産
性
と
成
長
力
を

高
め
る
研
究
③
快
適
で
安
心
な
暮

ら
し
を
支
え
る
研
究
を
し
て
い
ま

す
。

　

国
総
研
は
２
０
２
１
年
４
月

で
、
発
足
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
こ
は
、３
管
理
部
門
（
総
務
部
、

企
画
部
、
管
理
調
整
部
）
と
11
研

究
部（
下
水
道
、河
川
、土
砂
災
害
、

道
路
交
通
、
道
路
構
造
物
、
建
築
、

住
宅
、
都
市
、
沿
岸
海
洋
・
防
災
、

港
湾
、
空
港
）
お
よ
び
社
会
資
本

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
で

構
成
さ
れ
、
ま
さ
に
イ
ン
フ
ラ
分

野
の
総
合
研
究
所
で
す
。
調
査
・

研
究
は
も
と
よ
り
危
機
管
理
を
含

め
て
、
現
場
支
援
や
現
場
技
術
の

向
上
に
貢
献
す
る
た
め
、
多
く
の

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
19
年

度
１
年
間
だ
け
で
見
て
も
、
９
件

の
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
（
高
度

技
術
班
）
派
遣
、
47
件
の
災
害
調

査
、
１
１
１
７
件
の
技
術
指
導
、

延
べ
５
１
３
人
の
講
師
派
遣
な
ど

の
数
字
が
物
語
る
よ
う
に
、
常
に

現
場
と
と
も
に
あ
る
こ
と
も
国
総

研
の
特
徴
で
す
。

ボ
ー
ル
紙
で
作
る

橋
コ
ン
テ
ス
ト

　

国
総
研
の
多
様
な
活
動
の
中

に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
が
「
ボ
ー
ル
紙
で

作
る
橋
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
す
。
日

本
の
将
来
を
担
う
小
学
生
に
「
も

の
づ
く
り
を
通
じ
て
生
活
を
支
え

て
い
る
橋
等
の
土
木
イ
ン
フ
ラ
の

大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
」
こ
と

を
目
的
と
し
た
企
画
で
、
国
総
研

と
国
立
研
究
開
発
法
人
土
木
研
究

所
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
し
て
い

ま
す
。
つ
く
ば
市
教
育
委
員
会
の

後
援
も
受
け
て
い
る
本
企
画
は
、

20
年
に
は
第
27
回
を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
の
応
募
総
数
は
１
万
１
６
６

０
作
品
、
延
べ
参
加
者
数
は
８
９

１
０
人
に
上
り
ま
す
。

ル
ー
ル
は
簡
単
。
工
作
用
の
ボ

ー
ル
紙（
３
８
０
×
５
２
５
㍉
㍍
）

２
枚
を
材
料
と
し
て
、「
ぼ
く
の

橋
、
わ
た
し
の
橋
」
を
作
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。
た
だ
し
①
橋
は

幅
30
㌢
㍍
の
川
を
渡
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
条
件
で
、
川
の
中
に

柱
な
ど
は
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
②
１
㌔
㌘
の
重
り
を
中
央
付
近

に
載
せ
て
も
壊
れ
な
い
こ
と
も
条

件
で
す
。
最
後
に
③
色
付
け
、
か

ざ
り
付
け
を
し
て
「
ぼ
く
の
橋
、

わ
た
し
の
橋
」
を
表
現
す
れ
ば
Ｏ

Ｋ
！コ

ン
テ
ス
ト
は
小
学
４
～
５
年

生
が
対
象
で
、参
加
者
の
多
く
は
、

作
品
を
夏
休
み
に
製
作
し
て
い
ま

す
。
応
募
作
品
は
、
橋
梁
、
美
術

の
専
門
家
と
教
育
関
係
者
計
６
人

が
「
橋
と
し
て
の
安
定
感
」「
デ

ザ
イ
ン
や
仕
上
が
り
の
美
し
さ
」

「
ぼ
く
ら
し
さ
、
わ
た
し
ら
し
さ

（
独
創
性
）」
を
評
価
し
、
そ
れ
ぞ

れ
優
れ
た
作
品
に
「
構
造
デ
ザ
イ

ン
賞
」「
美
術
デ
ザ
イ
ン
賞
」「
努

力
賞
」（
各
５
作
品
）
を
、
全
て

の
項
目
が
優
れ
て
い
る
作
品
に

「
最
優
秀
賞
」（
３
作
品
）
を
授
与

し
て
い
ま
す
。。

ボ
ー
ル
紙
で
作
る
橋
講
座

　

ま
た
、
児
童
が
橋
に
関
す
る
知

識
と
自
分
で
作
品
を
作
る
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
公

開
講
座
「
ボ
ー
ル
紙
で
作
る
橋
講

座
」
も
開
催
。
こ
の
企
画
は
、
橋

の
形
（
橋
梁
形
式
）
の
話
題
を
中

心
に
、
強
さ
の
秘
密
や
橋
の
歴
史

等
に
つ
い
て
、
国
総
研
の
専
門
分

野
（
橋
梁
研
究
室
）
の
若
手
研
究

者
が
、
分
か
り
易
く
説
明
し
て
い

シリーズ「国土教育」 「ボール紙で作る橋コンテスト」はインフラ教育の優れた教材

国総研が創るインフラの未来

ク
ラ
フ
ト
講
座
」
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。◇

◇

　
「
ボ
ー
ル
紙
で
作
る
橋
コ
ン
テ

ス
ト
」
と
「
ボ
ー
ル
紙
で
作
る
橋

講
座
」
は
、
小
学
生
に
「
土
木
イ

ン
フ
ラ
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組

み
で
す
が
、
学
校
を
通
じ
た
取
り

組
み
の
効
果
は
高
く
、
つ
く
ば
市

内
で
本
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
、
ほ
ぼ
全
て
の
児
童
・
生

徒
が
知
っ
て
い
る
と
答
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
長
年
に
わ
た

り
リ
ー
ド
し
て
く
れ
て
い
る
の
が

国
総
研
の
１
人
の
主
任
研
究
官
。

彼
は
「
つ
く
ば
市
科
学
技
術
マ
イ

ス
タ
ー
」
と
し
て
も
、
同
市
内
の

科
学
教
育
活
動
に
精
力
的
に
取
組

ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
専
門
的
な

知
識
を
多
く
の
人
に
わ
か
り
や
す

く
楽
し
く
伝
え
、
子
供
た
ち
を
は

じ
め
一
般
市
民
に
も
科
学
や
イ
ン

フ
ラ
に
関
す
る
興
味
関
心
を
育
成

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
国
土

と
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
教
育
に
大
い

に
役
立
つ
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
国
土
学
ア
ナ
リ
ス
ト
　
森
田
康
夫
）

る
「
橋
の
話

～
な
ぜ
こ
ん

な
形
の
橋
が

あ
る
の
？

～
」
と
、
つ

く
ば
市
内
の

ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
工
房

の
専
門
家
を

招
き
、
基
本

造
型
の
体
験

を
通
じ
て
紙

工
作
の
基
本

等
を
学
ぶ

「
ペ
ー
パ
ー

テンセグリティ橋ギャラクシーブリッチ

橋なのに車では上に行けない変な橋

第 27回（令和 2年）ボール紙で作る橋コンテスト～最優秀賞作品～

ボ
ー
ル
紙
で
作
る
橋
講
座
の

様
子
（
２
０
１
８
年
８
月
）

国
総
研
20
年
史

越後出雲崎天領の里
嶋野仁支配人

　江戸時代、北國街道と三国街道の宿

新潟県出雲崎町尼瀬 6-57
国道 352 号　TEL.0258-78-4000

場町として栄えた天領の地でした。現代ではバイ
クの聖地で、恋人たちの聖地「夕凪の橋」も併
設。出店さざなみでは新たなご当地スイーツ「良
寛コーヒーソフトクリーム」が大好評。日本海と
佐渡島が望めるレストラン「陣や」も人気です。

東陽
坂本眞二駅長

　令和 3 年 3 月、複合施設として開駅し、

熊本県八代市東陽町南1051-1
国道443号　TEL.0965-65-2112

直売所、レストラン、パン工房、温泉があります。
東陽町は全国的にも生姜の産地として知られ、熊
本県の生産量の約半分を誇ります。特産品の生姜
を使ったレストランメニューや大人気の生姜ソフ
トクリームなど、生姜を満喫できます。

いたの
小川満大駅長

　四国では霊場数と同じ 88 番目の道の

徳島県板野町川端中手崎 39-5
県道徳島引田線　TEL.088-612-8817

駅で、県内唯一の「防災道の駅」。未来志向型道
の駅として、全国初となる道の駅併設の移動式水
素ステーションを今秋 11 月から稼働させます。
オレンジ色の 88 のシンボルマークは、板野町特
産で春の出荷量日本一の「にんじん」がモチーフ。
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